
<温暖化ガス、排出抑制だけでは遅い！ 地球大気からのCO2削減を！>
  地球温暖化の懸念から、化石燃料→再生可能エネルギー転換が言われて久しいが、気温は上昇し続け、その詳細・対応について述べる。

   １．地球全体の状況

 地球大気では、CO2で420ppm、温暖化ガス全体

では、630ppmになってしまっている。

 温暖化防止は⾧らく言われて、特にEUでは

取組に熱心で削減が進んでおり、米国でも紆余曲折は

ともかく削減。だが、後進国では産業の活発化と共に

増大せざるを得ない状況と言える。（日本は±０）

 地球全体での気温上昇は”＋1.5℃以内に抑える”とした

２０１５年のCOPパリ協定が、超えてしまって、目標を

達成出来なくて、世界各地での災害・火災の頻発

となってしまっている。

   ２．国際的取り組みと削減すべき量

 ＣＯP3（京都議定書）では、2008→2012年中に、先進国全体の

温室効果ガス6種排出量を1990年に比べて5%削減。

 ＣＯP29では、

   ①先進国が主導して、2035年までに少なくとも年間3,000億米ドル

   ②すべての公的及び民間の資金源からの途上国に対する気候変動対策への

   資金を2035年までに年間1.3兆ドル以上に拡大

    環境意識の高いEUの電力事例の紹介：

独：太陽光と風力で約６０％

英：風力・原子力・太陽光で75%以上

    EUの電力料金は、0.3EURO（５５円）/kwh

  ３兆kwh→１６５兆円
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 ＜CO2が420ppmで2.2兆t。これを何処で貯留して温暖化への影響から切り離すか？

   〇海ならば、植物プランクトンからの貝殻との関係、海面積や深さ方向の

    利用のし易さから、ネット記事を探したら、⾧崎大学・琉球大学・神戸大学の

    種々の研究を知る。海底に落ちてもその儘堆積、の言葉もあり。

   〇”保留”の語句から、CCS（地層処分）情報にも遭遇するが、「漏れ無し」には

    大変な調査・設備を要するだろうから、油田・ガス田残りデータ等の確認

   ３．CCS(Carbon Capture Storage)

  右図の如く、各所で操業しているが、対象は

枯渇油田そのものの利用であり、その体積を

右手前下図の５５年間の採油量からけいさんすると、

 １億バレルｘ365日ⅹ55年/2 ＝ 1606億t分

CO2：2.2ton分の体積1100兆ｍ３からすると

保留スペースは1/5000しかないことになる。

 天然ガス枯渇空洞分も、1/10しかない。

 ＜＜以上から、貯留は”海”を対象、として

  経産省に意見書を提出＞＞
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天然ガス:1990年から2024年までの累積生産

量は、約100兆立方メートル以上

→2.2兆tを１気圧で埋める→５５０兆ｍ３

石油生産履歴

日本は



   ４．新CCS

 右の提案図を経産省に送付。

    ４．1  海中置換

・海中保管 一時貯留箱を海中１０００ｍに置く。ドライアイス状にて落下、

箱内に滑り込み。

・海中拡散 上部ＣＯ２を貝・藻が繁殖し易い浅瀬にバブル拡散

  船に、ＣＯ２分離膜＋ドライアイス機を搭載し、100気圧量を投入したら、

他の貯留箱に移動。

    約２週間後にNEDOより下記募集

「NEDO Challenge for BLUE ECONOMY」として懸賞金事業

    入賞者には懸賞金（総額約4億円）と技術の活用機会を用意

    ４．2  海の深さ
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    ４．３ CO2溶け込みに必要な海水体積

1,496g/m3

神戸大学海事科学部 H17年４月

海草・海藻藻場のCO2貯留量

算定ガイドブック

    ４．５ 海でのCO2削減

1.2kg吸収（乾燥前は１０～１４ｋｇ）

  ：ワカメやコンブなどは３～6か月で成⾧

＊36～40年生のスギ人工林が1年間に吸収する二酸化炭素の量は、約8.8トン/ha        4/7

４．４



    ５．CO2分離膜    （分離膜：2023）：ポリイミド、ポリエーテル系などの高分子膜が代表的

CO2分子の全⾧は3.74 Å 窒素分子は4Å、O₂は3.4Å

  （膜の下に柱状選択層、CO2だけを通す）

 ＜＜NEDO事業は右上記の水道蛇口向け的な”中空糸膜FILTER”状だったので、作成が困難かと思い

四角いシャーレで角型膜とし、

1,2mmの重なりで網の上に並べ、

もう１つの網で抑えて、次の図の平板方式を提案 Q:3.5cm角の網で押えたら、80Pa以上の圧力差にしてCO2収量の増大？ ＞＞        5/7

NEDO脱炭素・・会 革新的CO2分離膜・・ 発表：2025.7.16

3.35x10^-10 x 44g(22.4L) x 3600 x 1000/m2・８０Pa

＝0. 53ｇ/hr・ｍ２ CO２：90%



    約２週間後にNEDOより、中空糸膜の図が消えた下記発表がなされた。

（断熱膨張での0.04%CO2からのドライアイス製造は無理とのことであった）

    ６．COPを含めた温暖化削減の実データ獲得は？

  温暖化対策の会議が始まってから約３０年、「CO2に原因有り」

 とする、真鍋氏のノーベル賞受賞からも5年、が経過しようと

 しているが、まだ明確な決め手に基づいた実施内容・実施日程

 が決められて無い様で、早期の具体的な実施計画を練ると共に、

 その資金拠出や生産計画の早期提示・批准への早期意見集約を期待。

  （右に、日程・CO2収集の計画の１例案を添付しました）

以上

Plan1.実施計画の具体化
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<CO2捕集量/年＞

2027 2042 2057



Plan2.CO2収集の再エネ利用
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